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鳴橋直弘 1・中山徹 2：バラ科ニシムラキイチゴ（Rubus nishimuranus）四国で発見
Naohiro Naruhashi1 and Toru Nakayama2: Rubus nishimuranus (Rosaceae) grows in Shikoku, Japan
ニシムラキイチゴ（別名　ハチジョウクサイチゴ）は小泉源一先生によって，小笠原父島の旧袋沢村で西
村茂次氏採集の植物に基づき新種として発表された（Koidzumi 1918）。正基準標本は東京大学総合研究博物
















A. 初年茎．B. 花．C. 果実を付けた植物．D. １個の集合果．
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図2.　大阪市立自然史博物館に収蔵されている証拠標本の内の１点（2013年5月25日採集）．










生育地：徳島県海部郡海陽町浅川字鯖瀬，北緯： 34°38′38″　東経：134°23′5″，標高5 m ，国道脇の駐
車帯で半日日影，ツツジの植え込みに沿って1×10 m の範囲に生育。この付近にはクサイチゴは見られるが，
カジイチゴは存在しない。
証拠標本：徳島県海部郡海陽町浅川字鯖瀬　中山徹　no. 23, 5 Nov. 2012 (St.); no. 165, 7 Apr. 2013 (St. 
& Fl.); no. 165，25 May 2013 (Fr.); no. 191 & 192，23 Sep. 2012 (St.); no. 201 & 202, 5 Nov. 2012 (St.).　
上記全ての標本は大阪市立自然史博物館（OSA）に収蔵済みである（図2）。
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